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・工場におけるポンプなどの回転機器を対象に、振動データを使って予兆保全を行う

ための前段として、振動データを収集するロガーをマイコンで作製しました。 

・収集した振動データで周波数解析ができることを確認し、予兆保全を行うためのフ

ァーストステップとなりました。 

 
図１ データの流れと作製したロガー 
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 生産設備の現場では設備を適切に維持・

管理し、設備の異常を早期に発見するため

の設備診断技術は注目を集めており、未然

に事故を防ぐ予兆保全をいかに実現するか

が大きな課題となっています。 

 

 
 本研究では、工場におけるポンプなどの

回転機器を対象に既存の加速度センサとア

ンプ及びワンボードマイコンを組み合わせ

て振動データを収集するロガーを作製しま

した。また、ロガーで収集したデータの周

波数が正しいか確認したほか、実際の回転

機器の振動に対して周波数解析を行い、周

波数分布を確認しました。 

 

 

 加振器による一定周波数の振動を対象に

してロガーによりデータを収集し、データ

が正しいことを確認しました。また、実際

の回転機器の振動データを収集し、周波数

解析を行った結果、測定対象の振動パター

ンについて特徴を捉えることができまし

た。マイコンボードと加速度センサを組み

合わせて、正しい振動データを収集できる

ことが確認でき、今後エッジコンピューテ

ィングなどによりその場で異常検知を行う

ことが期待できます。 
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